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草刈、蔦・クズ
除去作業参加人数 408人

173人
90％
80％

森の感謝祭参加者数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　所有者からは利活用もされないまま放置され、荒廃が進行していた里山を
地域住民の手でふるさとの森として再生する必要があること。

　悠々の杜の整備とイベントの開催は従来どおり行いつ
つも、意識的に若手会員拡大に取り組み、新たな広がりを
作り出すため、高校生、大学生のボランティアサークル等
に働きかけ、参加を呼びかけていく。

　地域の里山の現状を把握するとともに、里山保全・管理手法と技術を５人に
継承し、地域住民の里山への関心を高めていくこと。

　悠々の杜の境界調査と植生調査を実施し、里山の現状を把握した。このこと
で市有地と民有地との境界が明確になるとともに、保全すべきエリアと維持
管理、整備するエリアがあきらかとなった。草刈り作業や支障木の伐採、中学

今後の
展望

東部中学校1学年80人と遊歩道づくり

完成した巣箱を木に取り付けている小学生

■苦労した点
　 遊 歩 道 整 備 延 長 箇 所
300数十メートルにわたっ
て事前に草刈機で雑草を
根こそぎ除去したが、アッ
プダウンが多く苦労した。

■工夫した点
　中学生が容易にかつ短
時間でチップ敷きができ
るように事前にコースを
竹棒で表示しておいた。

苦労した点と工夫した点

校２校生徒の遊歩道整備などで明るい森
となりつつある。市民に親しんでもらうた
め、森の感謝祭、自然観察会、スノーシュー
トレッキングなどを開催し、地元小学校
の自然体験教室として巣箱づくりとネイ
チャーゲームなども行った。小中学生には
講話を通じて里山の役割等について理解
を深めてもらうことができた。


